
児童養護施設・里親家庭等進学応援金 

2020 年度 10 月 内定者の横顔 

 

・ 東北の大学への入学を目指し勉強中の A さんは、児童養護施設で 2 年間暮らしてい

ます。弟や妹に勉強を教えてきた経験から、将来は地元の小学校で教師になることを

志しています。 

 

・ 生活保護を受けていた父のもとで育ち、現在はファミリーホームで暮らす B さん。

大学で社会福祉を学び、将来は「必ず納税者になりたい」と語っています。 

 

・ 1 歳半から施設で暮らした C さん。進学応援金のエントリーシートでは得意な英語

で夢をつづってくれました。大学の教育学部が志望です。入学の頃には、努力して溜

めてきた貯金が、およそ 100 万円になる予定です。 

 

・ D さんは、高校で絵画を学び、将来は日本画の修復士を目指して勉強中です。エント

リーシートでは、日本画への想いや技法を解説してくれました。 

 

・ 壮絶な子ども期を過ごした E さんは、同じように虐待や死別などの困難にあっても

前向きに生きる人との出会いから、自分自身で未来を切り開くことを決意しました。

英語を通して多くの人の役に立つために、勉学に励んでいます。 


